
 極点処理から ODF解析のチュートリアル 
 LaboTex編（規格化はＫｅａｒｎｓＭｅｔｈｏｄ） 

異方性も材料特性に影響します。異方性の表現方法として、結晶方位{hkl}<uvw>があります。 

極点図から結晶方位計算に関して LaboTtexを用いて説明します。 

 

圧延    {hkl}:板面  <uvw>：RD方向 

   ――＞Roling direction 

 

 

 

極点図 

  

 

ODF解析から求められる ODF図（結晶方位図） 

  

  結晶方位図から{hkl}<uvw>を求める。 

 

 CTRパッケージソフトウエアとＬａｂｏＴｅｘを使用します。 



 

極点図から{hkl}<uvw>を求める過程は 

 極点図のデータ処理（バックグランド除去、RD補正、吸収補正、defocus補正、平滑化） 

 ＯＤＦ解析ファイル作成 

 ODF解析 

 ODF解析Ｅｒｒｏｒ評価 

 {hkl}<uvw>の決定と VolumeFraction算出 

 があります。 

例 C:¥CTR¥DATA¥ODFPoleFigurte2 の Aluminum極点図を処理する 

１． 極点図処理 

測定データの選択  defocusファイル指定 

 

        最適化 Rp%  極点処理を開始 

極点処理した極点図が表示されます。 

 

ODF解析のためのファイル作成画面を作成 

 

 

 

 



２． ＯＤＦ解析ファイル作成 

極点データ処理したファイルが表示されている 

 

  作成するファイル名を入力し、Ｅｐｆファイルを作成 

  

  LaboTexホルダ以下にファイルが作成されます。 

  このファイルを LaboTexで読み込みます。 

   

 

 



３． ODF解析 

 

ODF解析はこのメユーから入ります。 

 

      1/4対称操作で、ODF解析を行う。 

 

       Ｒp％が６．９％で計算されています。 

  

 



 ODF図 

  

５．ODF解析結果から Errorの評価 

    

  入力極点図と再計算極点図を Exportします。 

Exportしたファイルを ValueODF-VFソフトウエアで読み込み 

 

グラフはα軸に対する、Ｒｐ％の挙動を表現しています。 

±１．５％を超えたり、プロファイルの右側付近（defocus補正量の大きい部分）をチェックします。 

このデータでは異常ありません。 

通常、LaboTexの Rp％より少ない値が 

計算されます。 

ValueODF-VFソフトウエアでは 

計算限界値により、小さな極密度は 

計算に含めていません。 



５．{hkl}<uvw>の決定と VolumeFraction 

 メニュー から VolumeFraction 

  

   VolumeFraction計算を start 

 

  

  S方位が大きな値になっているので、β-Fiberが発達しています。 

  

 



 入力極点図から計算した ODF図   VolumeFraction結果から計算した ODF図 

  

 

 入力極点図と再計算極点図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



VolumeFraction結果の表示(ODFAfter->ODFVFGraphプログラムで表示) 

  

 ODFAfter->CompareVolumeFraction プログラムで表示 

 

 

 



６．簡易Ｒｐ％を事前に検索する方法 

ODFPoleFigure1.5で Search Rp%モードで解析を行う。 

 

 

この試料は、ＳｅａｒｃｈによりＲｐ％は改善されます。 

 

 

 

 

 

 

 



７．粒径の粗い材料の場合、ＯＤＦ図の平滑化 

  平滑化したＯＤＦ図から極点図、逆極点図、VolumeFraction計算も可能になります。 

 

以下は EBSDデータを読み込み、ODF図の平滑化を行った例 

EBSDデータから解析 Job1、 

Job1(Triclinic)－＞Job2(Ortorombic) 

Ｊｏｂ２―＞LaboTexODFFileソフトウエアで平滑化し Job3を作成 

 

 

再計算極点図比較（上段：Job1（Triclinic）,中段：Job2（Orthorombic）,下段：Job3(平滑化)） 

 


